
新潟工科専門学校　シラバス（授業計画書）

実務授業の有無

% % % %

担当教員 佐藤　静 有

対象学科 一級建築士専攻科 対象学年 2 開講時期 前期

講義

授業概要、目的、

授業の進め方

建築計画は、一般的に「計画各論」。

計画各論は、人間工学的観点からの建築物各部の計画上の留意点及びそれぞれの目的別に計画される建築物

についての計画上の諸要素とその具体的検討事項について学ぶ。

学習目標

（到達目標）
一級建築士学科試験「建築計画」において、１６点（２０点中）以上の取得を目指す。

時間数 72必修・選択 必修 授業形式

テキスト・教材・参

考図書・その他資料

1級建築士講座テキスト（総合資格学院）

1級建築士問題集（総合資格学院）

方法：模擬試験

準備学習：過去問の復習

全範囲問題集
方法：過去問題を中心とした復習テスト

準備学習：教科書の復習
6

7 最終確認
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学習方法・準備学習・備考

1

取組姿勢
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評価方法・成績評価基準

科目名 一級建築計画

作成日： 令和4年3月1日

建築設計・監理業務委託契約約款
方法：講義形式としその内容を解説する。

準備学習：教科書の予習と復習

建築生産
方法：講義形式としその内容を解説する。

準備学習：教科書の予習と復習

都市計画
方法：講義形式としその内容を解説する。

準備学習：教科書の予習と復習

建築積算
方法：講義形式としその内容を解説する。

準備学習：教科書の予習と復習

細部計画
方法：講義形式としその内容を解説する。

準備学習：教科書の予習と復習

NO. 授業項目、内容

実務経験教員の経歴 佐藤 静：一級建築士として、住宅設計に10年携わってきた。
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履修上の注意

一級建築士はあらゆる用途に関する知識が求められる。

住宅以外に公共施設における設計能力を身に付けていく

うえでとても重要な科目となる。成績評価基準は

A(80点以上)・B(70点以上)・C(60点以上)・D(59点以下)とする。

定期考査


